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1. 近年服地に於ける流行色は極めてフルカラ ーな傾

向を示し，特に サイケ調 と云われる流行がその頂点に達

している感がある。化学染料の発達とあいまって極めて

染度の高い 様相を示して来た。この ような傾向に対して

配色論的立場からその実体を把握し，合わせて消費対象

年 令層に於てその傾向性の好意度が，いかな る傾向をも

ったか調査 するこ とに よって，メーカ ー の 配 色 的 傾 向

と，当該消費対象者の好意 との相対的関係を調べ，今後

の配 色傾向 の方向性を呈示して見 ようとし た。

2.    (1） 各メ ーカ ー150  銘柄に対しプ リント布 標本を

整理。

（2） マ ンセル色表を使 用し， 標本の色彩使 用傾向を分

析し，色彩使 用傾向性頻度表を 作制。頻度表 により各種

配 色論を基準にして， 配色傾向表を 作制。

(3)    S.D. 方式に よって短大生1000 人に対し標本提示

により嗜好 度を 調査。

(4） 嗜好 頻度表 と配 色傾向表を対照 させ好 意順列を設

定。

3. 調和 色の好 意度は今迄予想 もされなか ったほ ど広

範 囲になり， そして今や ムーンとスペ ンサー等の 配色論

に現われた調和色の限 界値をこえる傾向があ るために，

調和論の限 界値を拡げ て解 釈してゆか なけ ればならない

と思われる。


